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社長就任のご挨拶と抱負

海上自衛隊のSH-60Jは米海軍のシコルス
キーSH-60Bシーホークをライセンス導入した
機体をそのまま使用しているので一般にはア
メリカのSH-80Bの海上自衛隊バージョンだと
認識されているようだが、実際にはその中身
は防衛庁と三菱重工業が中心となって日本独
自の技術で開発した全く新しい対潜システム
を搭載した世界でも最先端を行く艦載型の対
潜ヘリコプターである。具体的にはソナー、
ソノブイ、MAD（磁気探知装置）、レーダー
などのセンサーから得られるさまざまな戦術
情報をコンピューターで自動処理する戦術情
報処理システムと、その処理された戦術情報
を艦艇と自動的にやり取りするデータリンク
装置、さらには状況に応じた対潜ヘリコプ
ターの複雑な戦術飛行を自動的に、しかも安
全に行うためのAFCS（自動飛行制御装置）
を搭載した全く新しい、海上自衛隊独自の高
性能対潜ヘリコプターである。機体と機上シ
ステムは三菱重工業が開発を担当し、エンジ
ンのジェネラル・エレクトリックT700-401エ
ンジンは石川島播磨重工業が国産化を行った。

海上自衛隊には平成元年6月から引渡しが開
始され、平成3年から部隊配備が始まってい
る。その発展型であるSH-60Kはキャビンを広
げ機上作業の効率を向上させたほか、搭載シ
ステムをさらに近代化高性能化した後継機で
ある。

SH-60Kは、三菱重工業が研究開発を進めて
きたSH-60Jの改良発展型で、原型機は2001年
8月9日に初飛行している。キャビンがコック
ピット後方で33㎝延長されており、以前から
天井が低いので作業性の悪さが指摘されてい
た天井高も高くなった。コックピットは多機
能モニター6基を備えた近代的なグラスコッ
クピットとなったほか、機首も前方へ長く
なっているため電子機器の収容容積が広が
り、システムも近代化されている。メイン
ローターは複合材製の一体式が採用されてい
る。装備ではミサイル警戒装置やチャフ、
ディスペンサーを装備しているほか、ASM-2
対艦ミサイルを装備できる。すでに量産機の
納入と部隊配備は2006年から始まっている。

帆足　孝治（イカロス出版）

三菱SH-60J/K対潜ヘリコプター

背（3mm）

本年4月1日付で、三菱航空機株式会社 取締
役社長に就任いたしました江川 豪雄でござい
ます。この度日本航空宇宙工業会会報「航空
と宇宙」『寸言』でご挨拶を申し上げる機会を
いただき深くお礼申し上げます。
昨年設立された三菱航空機は名古屋市に本
社を置き、70～ 90席クラスの次世代リージョ
ナルジェット機MRJ（Mitsubishi Regional Jet）
の開発・製造・販売及びカスタマーサポート
を行う会社です。（製造は三菱重工業㈱に委託）
私たちの関わる航空宇宙産業は未来に通じ
る、新時代にふさわしい産業であり、技術を
磨き、技術で勝負する企業が活躍できる産業
であると思っております。製造業は、先進国
では高度な技術の開発と活用への特化が進ん
でいます。日本でも、これからは先進技術の
開発と活用がますます重要になると考えます。
その一翼を担うMRJの責任者を拝命し、非常
に光栄に思っております。
私は1967年以来40年以上、三菱航空機の親

会社である三菱重工業（MHI）に勤務し、こ
の間に防衛庁向けの航空機の営業と航空機部
長を務めました。後に米国三菱重工業（Mitsubishi 

Heavy Industries America, Inc.）の社長、さらに、
MHIの海外戦略本部長も務めております。営
業活動は私が最も注力してきたことであり、
航空機とその他の最新技術製品の販売戦略、
特に、海外への販売戦略に全力を注いできま
した。
前社長の戸田 信雄は、取締役副会長として、

私と共にMRJプロジェクトを引っ張っていき
ます。

他にも私をサポートする役員チームがおり
ます。役員と約900名の三菱航空機の従業員
の力、そして世界一流の30社ものMRJのパー
トナーの力を束ねて強力な開発力と販売力を
作り出すことが私の務めだと思っております。
私が好きな言葉に「Working Together」とい

うものがあります。それは、三菱航空機の役員・
従業員とパートナーが一丸になってMRJの成
功に取り組むと言うことだけではなく、お客
様と一緒にMRJの成功に取り組もうという意
味です。お客様のご意見にしっかりと耳を傾
け、お客様のご希望を活かし、お客様にMRJ

の仕様、性能、カスタマーサポートをはじめ
あらゆる点に満足していただくことが、最高
の航空機を作り、最高の運航をしていただく
ための最高の方法だと思っております。
先月パリで開催されたエアショーでは当社
は実物大の客室モックアップと3Dによるデモ
ンストレーションを行い、私も当社シャレー
に来訪されたエアライン・リース会社幹部の
方にご挨拶をする機会がありました。お客様
の数も一昨年、昨年に比べ格段に増え、活発
な意見交換を行うことができ、MRJへの高い
関心と期待を感じました。
三菱航空機の信念は、MRJを、エアライン

の方々はもちろん、乗客の方々にとっても、
リージョナルジェット機のスタンダード機と
して、世界中で愛されるジェットに育て上げ
ることです。それは、これから20年以上をか
ける壮大なプロジェクトです。今後とも皆様
の温かいご支援をいただけますようお願い申
し上げます。

三菱航空機株式会社
取締役社長
江川　豪雄


